
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新渡戸稲造記念センターニュースレター 第3号 (2019.10.15) 秋号 

2019    新渡戸先生の贈り物          恵泉学園 理事長   宗雪 雅幸   
 

 恵泉女子学園の創立者 河井道は札幌での女学生の頃から教えを受けた新渡戸先生の愛弟子でした。アメリカ

の大学に留学することも新渡戸先生に熱心に勧められ、実行します。日本に戻った河井はアメリカで見て来たよ

うな学校を作りたいと熱望しまず。新渡戸先生にご意見を伺います。 

 当時の河合には資金はほとんどなく、借家住まいでしたがその借家で学校を始めたいと願ったのです。1929

年、世界大恐慌の年です。しかも中国大陸、南方にも軍隊を派遣し、アメリカとも敵対する非常に緊迫した年で

した。新渡戸先生は「今は時期が悪すぎる」という観点から反対するのですが、河井道は「今、どうあっても学

校を始めたい」と願い東京都に設立許可を申し出ます。河井道が借りている借家で始めようという計画です。 

 あまりに無鉄砲な船出に難色を示す東京都に対して「万一の場合には私が全責任を持つ」という引き受けの念

書を新渡戸先生は河井道に知らさず提出しておられたのです。その後、学園は船出し、順調に発展していきま

す。ひそかに新渡戸先生が経済的にも応援しています。 

 恵泉女学園が発足して四年後に新渡戸先生はカナダで亡くなります。日本が軍備を大幅に増強して中国や東南

アジアに覇権を広げるべく狂奔している時代でした。アメリカをも敵に回していました。新渡戸先生は古くから

の友人、知人、有力者の多いアメリカに渡り重要な人物に会い、各地で講演会を開いて、日本との友好、平和を

説き続けました。そして力尽きカナダのバンフで亡くなります。膵臓壊死でした。 

 最期を看取った病院長は「このような病苦に耐えながら何ら苦痛を訴えることなく口元に微笑を含んでいた方

を見たことがない」と感嘆したそうです。1933 年、昭和８年 10 月でした。その 8 年後に日本はアメリカに戦線

布告し、あの悲惨な多くの犠牲者を出した戦争を始めたのです。 

 多磨霊園の正面入り口を入ってすぐのところに新渡戸先生ご夫妻と生後八日で亡くなった唯一人のお子さんの

遠益（トーマス）くんのお墓があります。折々に花が供えられているのを見ることが出来ます。 

 「アジアにキリスト教の精神に基づく女子教育を」という志の
もとで開学した東京女子大学にとって、初代学長新渡戸稲造が遺
した多くの言葉と考えは、その後の大学の基礎となりました。 
「いと小さき者」。第１回の卒業式の式辞の中で、新渡戸は「こ
の学校は我が国に於ける一つの新しい試みである。本校に於ては
基督教の精神に基づいて個性を重んじ、世の所謂最小者(いとち
いさきもの)をも神の子と見なし人材でなく人物を養成してき
た」と言っています。  
 卒業生の中には４年前の入学式で受け入れた全盲の 1 児の母が
いました。女子を高等教育機関に受け入れること自体が大変な時
代に、東京女子大学は彼女を受け入れ、同級生はよく彼女を助け
ました。まさに「我が国に於ける一つの新しい試み」でした。新
渡戸の言葉「最小者(いとちいさきもの)」は、東京女子大学の大
切な言葉の一つです。 
「リベラル・エデュケーション」。新渡戸は、開学時の人文科に
ついて、「人文科とは西洋で言うリベラル・エデュケーションで
す。謂わば高等なる普通学であって、一家の主婦あるいは社会の
一員として、一般的の智識を得るために設けるのです」と説明し
ています。 
「文明史」という科目が、実務科（第一部）を除く全ての科に設
けられています。「リベラル・エデュケーション」の授業科目だ
ったのです。その後、100 年間、東京女子大学は一貫してリベラ
ル・アーツ教育を重視した女子教育を行ってきました。 
 新渡戸の言葉と考えは、100 年経た今も、東京女子大学の教育
の基盤となっています。 

 新渡戸稲造が遺したもの  

         東京女子大学 学長  茂里 一紘 


